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研究成果の概要（和文）：著作権法・商標法・不正競争防止法による競合的保護領域に関して、外国における著作権と
商標権の保護領域の競合場面を中心として、わが国の法制がどのような制度として構成されるべきか検討を行った。
商標法については平成２６年法改正により、音の商標・動きの商標等、新しいタイプの商標が保護対象と加わることに
なり、商標権と著作権が抵触する場合が多く想定されることとなった。この点について改正後の商標法を中心としてシ
ンポジウムにおいて議論を行った。

研究成果の概要（英文）：About Competitive Protections by Copyright Law, Trademark Law, Unfair Competition 
Prevention Law, we consider how to compose our legal system.
About Trademark Law, which added new types of marks such as Sound marks etc. in the revision of 2014. 
This revision causes conflictions between trademark and copyright as expected ever before. We held 
symposium about this problem and discussed about it.

研究分野：知的財産法

キーワード： 著作権　商標　不正競争防止法

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 研究代表者は、過去に立体商標制度と意匠
法の競合関係、著作権と意匠権の保護取得の
問題等について関心を持ち、この研究を通じ
て知的財産権の競合的保護領域について検
討の必要性を感じてきた。想定される競合領
域のうち、まだ研究に未着手であった著作権
と商標権の抵触関係を中心として本研究で
は検討を行うことにした。 
 本研究は、著作権と商標権の両権利が一つ
の成果に併存する場合、著作権が商標権に先
だって発生している場合に抵触関係を調整
するわが国の商標法２９条（本研究申請当
時）の調整のあり方が適切であるのか否か、
外国法との比較を行うことで検討を進める
ことを目的として行ったものである。また、
両権利が抵触する場合であっても、不正競争
防止法上の請求が可能であり、複数の法領域
について保護が可能である場合に、各法間で
どのような措置を講ずることが可能である
のかを分析を行った。 
 本研究課題申請当時において、わが国では
色彩のみの商標、音の商標、動きの商標を商
標法上の保護対象とすべきかどうか議論が
なされている最中であり、また、すでに商標
の構成要素として認められている立体商標
についても著作権と商標権の抵触関係が成
立しうる。当時の法制度が抱える問題を分析
し、外国法の分析を加えて分析をする必要が
あると思い至った。この問題は、当時の法制
度における問題のみとして捉えるものでは
なく、新しいタイプの商標制度が導入された
際に、より多くの著作権と商標権の抵触関係
が考えられることから、本研究では著作権と
商標権の存立がどのような問題を引き起こ
し、どのように対応していくことが可能であ
るのか検討を行うこととした。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、①権利存立過程と権利行使の
場面における現行法のあり方を再検討する
こと、②商標権を侵害する著作権の存立、著
作権を侵害する商標権の存立に関する現行
制度の是非、③著作権と商標権の両方が存立
する場合における不正競争防止法上の請求
の可否という３つを軸として、外国法の分析
を行い、わが国の法制度へ示唆を得るという
ことを目的とするものである。 
 
３．研究の方法 
 研究開始当時においては、まだ、色彩商標、
音の商標、動き商標、ホログラム商標といっ
た新しいタイプの商標制度が導入されてお
らず、わが国において制度導入がなされた場
合において、どのような問題が生じ得て、ま
た、外国においてはこの問題にどのように対
応しているのかの検討を進めていた。 
 研究初年度については、まず、国内外にお
ける著作権と商標権の関係性についての議
論状況を整理し、比較法的研究を行うことに

より日本法における両権利の調整を図るた
めの具体策を提案するための研究を進めた。
また、次年度に行う海外調査のための調査国
について検討を行った。 
 ２年度目においては、初年度において、比
較研究を進めた結果、さらに検討をすべき制
度を有する国として名前の挙がった国の法
制度の調査を行った。なお、検討の結果調査
を行ったのは、ドイツ、韓国、台湾の３ヶ国
である。当該国における大学をはじめとする
研究機関等を訪問し、複数の研究者・実務家
等と本研究に関する問題について情報収
集・意見交換を実施した。 
 最終年度は、当初から研究成果の発信を行
う年とすることを計画していたが、前年度ま
での検討過程において、平成２６年に改正商
標法が成立し、新しいタイプの商標がわが国
においても商標権設定登録を受けられるこ
ととなった。そこで、新たに、改正後の法制
度においてどのような問題が生じるのかを
検討することとした。 
 
４．研究成果 
 本研究により、著作権と商標権が抵触する
場面における法制度は、権利存立過程の問題
として制度設計するものと、権利存立後の権
利調整の問題として制度設計するものと大
きく２つのタイプに分類することができる
ことが判明した。そのうち、わが国の制度は、
法改正前においても後においても後者の制
度を採用しており、これは、諸外国との比較
においては少数派である。この点に関して、
わが国の制度に問題があるのか否かを検討
したが、制度設計自体に改善の余地はあるも
のの大きな障害ではないことから、現行法上
対応できる範囲内で著作権と商標権の調整
を行うことが可能であるとの結論に至った。
侵害訴訟においては、ドイツ法の採用する枠
組みがわが国の現行制度と親和的であると
の示唆を得ることができた。 
 平成２６年法改正に関しては、改正後にお
ける商標法に関して新たに商標の構成要素
として音が加わったことから、音に関して生
じうる商標法上の問題について検討を行い、
この成果は改正法に関して周知する必要性
があったことと、本研究テーマに直接影響す
る改正内容であったことからシンポジウム
を開催することにより情報発信を行った。 
 本研究の成果は、５．に示すように、雑誌
論文や図書等において発信を行った。 
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